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座を通じて継続的な活

が

動を促した。
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施策の方向 総合的な健康施策の推進

健幸づくりアプリ「KENPOS」の会員数は目標達成には至っていない。
□ 計画どおり   

令和　５年度 健幸マイレージの参加者数はコロナ前の水準に回復した。
■ 遅延         

の評価 企業・市民との協働事業は、イベントや事業所に出向き、測定事業を実施しており件数は増加した。
□ 進展なし     

健幸アンバサダーは、保健委員を対象とした養成・フォローアップ講座を通じて継続的な活動を促した。
□ 維持　　　　 健幸づくりアプリ「KENPOS」では、若い世代の掘り起こしに主眼を置いたポイント付与等により、利用者の拡大を図っていく。

今後の方向性 □ 拡大　　　　 健幸マイレージは番号登録制を導入し、更なる参加促進を図っていく。
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